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研究成果の概要（和文）： 日本語の母音間の撥音の認知において「調音器官の閉鎖の度合い」がどのような影
響を及ぼすかについて知覚実験を行った。実験の結果、日本語母語話者はほぼ全ての刺激音に対して、初級学習
者より撥音としての判断率が有意に高く、特に完全な閉鎖が行われていない場合においてそれが顕著であった。
語末鼻音を明確に閉鎖する韓国語母語話者にはこのような音声を撥音として判断しにくかったものと解釈でき
る。一方、上級学習者の場合、調査した3群のうち最も正答率が高かったものの、母音間での撥音の自由異音と
しての母音の容認度は、日本語母語話者の容認度に達していなかった。

研究成果の概要（英文）： This study examines the difference in the perception of the Japanese moraic
 nasal (/N/) by followed by a vowel between Japanese native speakers (JN) and Korean learners of 
Japanese (KA: advanced learners, KB: beginners). 
 The results showed that regarding the stimuli in the test word /goseNeN/, the JN judgment rate of 
/N/ is higher than that of the KB. This means that KB depends on “the degree of closure” more than
 JN in judgments of /N/. KA's judgment was similar to that of JN. On the other hand, regarding the 
stimuli on the test word /goseeeN/, KA showed the lowest percentage of judgment rate of /N/ among 
the three groups. They correctly perceived the long vowel part as a vowel ([e]). It indicates that 
KA did not reach the level of acceptance by JN in terms of the acceptance of vowels as free 
allophones of /N/ in the intervocalic position.

研究分野： 言語学、音声学

キーワード： 撥音　知覚判断　狭窄の度合い　自由異音　学習者　学習レベル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 これまでの研究は特殊拍の研究のほとんどは「独立した1拍分の長さ」に関するものであり、撥音が音環境によ
って具体的にどのように変化するかに重点を置いた研究は少なかった。本研究課題では、音響分析を通して母音
が後続する場合における撥音の音声がどのようなものか（鼻音か母音か）調査した。また、知覚実験では、それ
ぞれの話者群がイメージする撥音の音声とは何かを調査することで、撥音の認知につながる知見を得ることがで
きた。
 日本語の音声の中で特殊拍は大きな役割を果たしている。そのため、本研究課題の成果は、国内外の日本語音
声研究、さらには音韻論の進展に寄与することができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

撥音は日本語の音声の中で最も多くの条件異音を有し、常に鼻音であるため、調音の

面でも促音や長母音に比べより複雑である。そのため、撥音についての調査は、促音、

長母音に比べて容易ではなく、その研究も少ない。 

撥音の実態を明らかにするためには、長さだけに止まらず、さらに検討の範囲を広げ

る必要がある。特に、撥音に母音や摩擦音が後続する場合および語末の撥音の音声につ

いてはその詳細には不明な点がある。また、現状では日本語母語話者、非母語話者のど

ちらにおいても生成と知覚の両面から十分な調査が行われておらず、その実態は不明な

ままである。 

 

2. 研究の目的 

本研究では、母音間の撥音の認知において上部と下部の調音器官の接近の度合いがど

のように影響するのかについて、日本語母語話者と日本語学習者を対象とした知覚実験

を行う。その際、語末鼻音を明確に閉鎖する言語話者として、英語母語話者と同等に語

末鼻音の調音場所の弁別が可能な韓国語母語話者（Nozawa and Lee 2012）に知覚実験に

参加してもらった。韓国語学習者がどのように知覚判断を行うか日本語母語話者との比

較を通してその実態を調査する。さらに、日本語の学習レベルによってどのような判断

の違いがあるかも含め調査を行う。 

 

3. 研究の方法 

実験 1 では、テスト語は、有意味語（五千円/goseɴeɴ/）である。日本語母語話者 7 名

に 4 段階の発話速度でテスト語を生成してもらい、計 28 個の音声を刺激音として収集

した。音声の分析の結果、3 モーラ目が鼻母音として生成された音声（[e], [ɪ̃]）が 6 音、

鼻音化した接近音として生成された音声（[ɰ ]）が 11 音、閉鎖鼻音（[ɴ]）として生成さ

れた音声が 11 音であった。これらの音声に対して、「五千円」「ご声援」のどちらに聞

こえるか、日本語母語話者 30 名と韓国語母語話者で日本語初級レベル 30 名と日本語上

級レベル 30 名に判断を求めた。 

実験 2 については、日本語母語話者と学習者が、語中に「撥音+母音」と「母音+母音」

を含むテスト語（五千円、ご声援）の 3 モーラ目の判断をどのように行っているかにつ

いて検討した。 

 

4. 研究の成果 

実験 1 の結果、日本語母語話者はほぼすべての刺激音に対して、常に初級学習者より



撥音としての判断率が有意に高く、特に完全な閉鎖が行われていない場合（[e], [ɪ̃], [ɰ ]）

においてそれが顕著であった。また、閉鎖鼻音（[ɴ]）であっても、初級学習者の撥音

としての判断率は日本語母語話者より低かった。日本語の撥音の音声は、閉鎖の緩や

かさと不完全さが特徴であるという見解があり（川上 1977 等）、本研究で使用した音

声も閉鎖が弱い音声であったが、韓国語のように語末鼻音を明確に閉鎖する言語話者

にはこのような音声は撥音としての判断を下しにくかったものと解釈できる。一方、

上級学習者の場合、母音間の撥音としての判断率は日本語母語話者と同様であり、学

習レベルが進んだ段階の学習者においては、閉鎖が行われていない音声に対しても撥

音としての許容度が高くなっていた。 

実験 2 の結果、日本語母語話者は、2 つのテスト語のいずれに対する知覚判断におい

ても学習者よりも撥音と判断する回数が多く、母音と判断する回数は少なかった。こ

の結果は、調音器官の狭窄が強ければ撥音として認知されやすいものの、むしろ狭窄

が緩い母音に近い音声の方が母音間において自然だと感じられるという点で、川上 

(1987)の見解を支持するものである。一方、初級学習者は、撥音の知覚においても韓国

語と同様に閉鎖鼻音として明確に生成されているかどうかに注目し、閉鎖が明確では

ない撥音の音声を撥音として判断しない傾向があった。また、上級学習者は、調査し

た 3 群のうち最も正答率が高かったものの、母音間での撥音の自由異音としての母音

の容認度は、日本語母語話者の容認度に達していなかった。 
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